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マルコ福音書の分析 1:1-3:12  
マルコ福音書の分析を始めました。この分析は、2007年8月11日に行われたもので、第1章から第16章まで
を対象とし、4つの部分に分かれています。これらの4つの部分は、さらに2つずつの大きなテーマに分類して
分析されています。具体的には、「信じるなら救われる」という信仰に関するテーマと、「仕えるなら与え
られる」、つまり仕えることによって命をもたらし、信じるなら罪が許されるというテーマの2つです。この
2つの大きな枠組みを通じて、マルコ福音書を見ていきます。

最初の部分：第1章1節から第3章12節まで  

最初の部分は、第1章1節から第3章12節までを扱います。このセクションは、「神の子イエス・キリストの
福音の始め」という言葉で始まります。ここでは、バプテスマのヨハネによるバプテスマと、イエスが聖霊
によって受けたバプテスマが描かれています。イエスは汚れた霊を追い出し、権威ある教えを説きます。汚
れた霊でさえ、「あなたこそ神の子です」と認めざるを得ない場面でこの部分が締めくくられています。

この第1章1節から第3章12節までの内容は、全体的に見ると前半部分に相当します。量的にはこれからさら
に増えていきますが、ここではイエスの権威が特に強調されています。具体的には、汚れた霊を追い出す
力、権威ある教え、そして病を癒す力が示されています。これらはイエスの行動を通じて現れる神の力の証
です。

次の部分：権威と対立の深化  

次の部分はさらに長く、罪を許す権威を中心に展開します。このセクションでも、イエスが汚れた霊を追い
出し、人々を癒す場面が登場しますが、それに加えて、罪を許す権威が強調されます。この権威は、バプテ
スマによる罪の赦しや癒しと似ていますが、より深い次元で示されます。例えば、安息日に人を癒す行為
は、イエスの権威と憐れみを象徴する行動として描かれています。

この部分では、イエスの敵が2つの形で現れます。最初の敵は汚れた霊や悪霊、つまりサタンそのものです。
イエスはこれらと戦い、勝利を収めます。一方、後半、特に第1章40節以降では、敵が律法学者やパリサイ人
に移ります。彼らはサタンのしもべ、まむしの子らとして描かれ、イエスと対立します。このように、前半
では汚れた霊との戦い、後半では律法学者やパリサイ人との戦いという形で、2つの大きな対立が分けられて
います。

具体的なエピソードと論争  

特に第2章1節以降では、イエスが罪人と一緒に食事をする場面が登場し、これが一つのまとまったエピソー
ドとして扱われています。この部分では、さらに断食に関する論争や、安息日に癒しを行うことについての
議論が含まれています。これらはイエスと律法学者やパリサイ人との戦いの具体例です。イエスは病人を清
め、癒しを行いますが、「誰にも言うな」と命じます。しかし、癒された人々は群衆を引き連れ、多くの人
が癒される様子が広がっていきます。一方で、イエスは「祭司に見せなさい」と指示する場面もあり、彼の
清める権威が強調されています。
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テーマ：権威と憐れみ  

この分析全体を通じて、2つの主要なテーマが浮かび上がります。それは、イエスの権威と憐れみです。イエ
スは汚れた霊を追い出し、病を癒すことで権威を示し、同時に人々に対する深い憐れみを表します。これ
が、前半の汚れた霊との戦いと、後半の律法学者やパリサイ人との対立という形で現れています。福音を述
べ伝え、サタンの子らと戦うという大きな枠組みの中で、イエスの行動が描かれています。

結論：神の国の憐れみ深い王  

この導入部分を通じて、マルコ福音書はイエス・キリストが神の国の憐れみ深い王であるというストーリー
の出発点を示しています。彼の権威ある教え、罪を許す力、そして癒しと清めの行為は、神の国の到来を告
げるものです。この分析は、イエスとヨハネの弟子たち、そしてイエス自身の働きを通じて、信仰と有用性
のテーマを深く探求する基盤を築いています。
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